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青年の意識実態調査の取り組みについて

　連日のご奮闘に敬意を表します。

　医療・福祉職場に働く青年の置かれている状況は、近年ますます厳しくなっています。日本看護協会の調査でも、就職1年目のナースの11人に一人（9.3％）が辞める、日本医労連の各種調査でも、残業時間・不払い残業は、青年ほど多くなっている、など、医療現場の多忙な状況が、さらに青年へしわ寄せされていることがはっきりしています。

　社会保険中央病院の院長は、「これからは看護師に選ばれる病院が、ひいては患者に選ばれる病院になる」と看護師の賃金・労働条件改善が、緊急の課題だと言っています。

　青年協議会では、このように看護師をはじめとする医療・福祉職場で働く青年が、「将来展望」の持てない、働き続けられない状況におかれているなかで、青年の「職場に対する意識状況」を明らかにし、仲間づくりや、職場の労働条件改善の運動につながるような調査活動に取り組むことにしました。

　ついては、青年部自らがこの調査に取り組むことはもちろんですが、なかなか青年を結集できていない労働組合でも、青年をつかむ一つの方策として、ご活用いただくことをお願いします。

記

調査名：　青年の意識実態調査
目的：　①青年が、仕事や職場に対して、どういう意識を持っているのか、客観的に捉えながら、青年が「ものを言える職場」、将来展望を持って働ける職場、働き続けられる職場づくりの運動に生かしていく。

　　　　②取り組みを通して、労働組合青年部への結集をつよめていく。青年部と職場の青年とのつながりをつくり、多くの青年による運動へと広げていく。

調査・取り組み方法：

（１）調査期間：2006月2月～3月中旬（本部への一次集約２月末）

（2） 取り組みの目標　青年部のある単組・支部を中心に全国で100単組・支部以上

（3） 具体的な取り組み方

この調査の主体は、単組・支部の青年部です。また単組・支部単位に青年部がないところでも、執行部で取り組みを議論していただくようお願いします。別途、「取り組みの手引き」を準備しましたので、青年部などで議論して取り組むようにお願いします。

　※集計用のエクセル表は別途、送付します。取り組む組織は、事務局へメール下さい。

「青年の意識実態調査」取り組みの手引き

とりくみの名称

　　医療・福祉の職場に働く「青年の意識実態調査」

とりくみの時期

　　２００６年２月～３月中旬まで。（2月末までにエクセルに入力できたデータは日本医労連青年協議会に一次集約として、メール送付しましょう）

とりくみのねらい

　「自分たちの職場は青年にとって働きやすい職場なのかどうか」「新人たちが、やりがいを持てる、働き続けたいと思える職場なのかどうか」、「自分たちも含め、若い人たちが、職場で自由に意見が言える職場なのかどうか」「青年にとって、誰が信頼・頼りにされているのかどうか」、職場の一人ひとりの青年労働者の意識実態や声（要求）を集め、06春闘の要求化や、今後の青年部と青年労働者のつながりづくり、職場の環境改善に生かしていく。

とりくみの対象

　院所・施設・職場の30代までの青年労働者。組合への加入・未加入問わず、対象とします。とりわけ組合員のいない職場や少ない職場にも、つながりや組合加入のきっかけをつくることを含めて、積極的に対象とします。

とりくみの成功にむけて

◎青年部の会議でよく話し合おう（青年部のないところでも労組として取り組みを）
①　とりくみのねらいと目標を、しっかりと話し合いましょう。

②　施設・職場毎の青年労働者の人数構成をしっかりと把握し、必要なアンケート用紙の印刷、配布・回収の手順、担当者などを決めましょう。親組合への協力要請も行います。

③　調査用紙の裏面下部は、単組・支部で自由に活用してもらってかまいません。春闘に向けての独自に調査をしたい項目（具体的に施設・職場で争点になっている問題、例えば、成果主義の導入や2交代導入、その他の賃金・労働条件の変更問題などについての意見集約項目など）を入れたり、ニュース・お知らせ欄にしてもらってもいいでしょう。

◎配布・集約方法

1 配布・回収にあたっては、一定の期間を定め、集中的にアンケートをとるようにしましょう。職場の人間関係を問うこともあり、匿名性を確保しながら、できる限り自由に意見が記入できるように配慮します。（例えば、回収用の封筒を準備するなど）

2 調査項目はそんなに多くはありませんから、忘れないうちにかいてもらい、組合のポストに入れてもらう、職場ごとに担当者を決めて回収する、配布に比べて、回収が少ない場合には、再度声掛けをするなどの手立てを取るようにしましょう。青年の手が回らない職場には、労組の先輩・役員などの手も借りるようにします。

3 職場で配布できないようなところであれば、「退勤時間調査」の取り組みのように、就業時間後をねらって、更衣室前での配布するとか、組合事務所にお茶・お菓子などを用意して、話をしながら取り組むなどの工夫もしましょう。

◎調査用紙を回収したら

①　集約用エクセル表を活用しながら、データを入力し、まとめ、回収から早い時期に、「報告会」「懇談会」を開催します。アンケート協力者には、必ず声をかけ、できる限り多くの人が参加できるように、数回に分けて会を開くことも考えましょう。気軽に集まってもらえるような「報告会」にしましょう。（エクセルの表は、下記の事務局まで、請求してください。ホームページからもダウンロードできるようにします）
②　「報告会」では、集約結果の分析内容、自由意見欄の内容などを踏まえて、愚痴や不満も出し合ってもらいながら、春闘への要求項目を作ったり、労組や経営に調査結果を公表しながら、職場改善運動へとつなげていきます。また、この間のつながりを生かして、春闘での団体交渉にもたくさんの青年の参加を呼びかけていきましょう。

③　日本医労連青年協には、エクセルによる集約データをメールで送付します。調査組合の全体傾向と各単組のデータを比較できるようにします。

問い合わせ・送付先

　　　日本医労連青年協議会　事務局（松尾）

　　　　　　TEL 03-3875-5871 　FAX 03-3875-6270

            E-mail: seinen@irouren.or.jp
　　　　　　HP: http://www.irouren.or.jp

